
「Pirkus・R(ピルクス・アール)Type-01」
は、本誌の読者であればおなじみの「Jin
Sato」氏が基本構造を設計した二足歩行
ロボットだ。言われてみれば、正面にバッ
テリーを配したスタイルなどは、なんとな
く「Jinさんテイスト」を感じさせるものに
なっている。
ハードウェアの構成は標準的な二足歩
行ロボットと同じで、足6×2、腕4×2、
首1の計21自由度となっている。マイコン
ボードもJinさん製作の「E001」を基本に
したもの。ジャイロセンサーや加速度セン
サーも搭載が予定されている。
身長は29cmと、テーブルの上で動かし
ても邪魔にならないサイズ。重量は約950g
と、比較的軽量な仕上がりとなっている。
主要構成材はA5052アルミだが、かなり積
極的な各部の肉抜きなどで軽量化が図ら
れているのだろう。
搭載されているバッテリーは800mAhの
ニッカド電池。これで10分ほどの動作が
できるという。
しかし「Pirkus・R Type-01」の注目ポ

イントは機体だけではない。タイトルにも
あるように、ホビーユースとしては世界初
の「ケータイで操縦できるロボット」なの
である。対応するのは東芝製のau端末
「W21T」。
「Pirkus・R Type-01」はBluetooth通信
で操作されているのだが、現在のところ対
応している端末が、この1機種だけなのだ。
だからもちろん、今後発売されるauの端
末でBluetooth対応のものであれば、使え
る可能性は高い。

そうそう、ロボットを操縦しているとき
は携帯の電波は関係ないので、買うときに
auのサービス範囲かどうかを気にする必要
はない…念のため。

一通りの話を聞いてから、実際に操作
させてもらった。
携帯電話のディスプレイにモーションリ

ストが表示されており、そのNo.をテンキ
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2005年早々、KDDI（株）とアイ・ビー（株）から
「ケータイで操縦できる二足歩行ロボット」
Pirkus・R Type-01が発表された。これまでとは
まったく違ったインターフェイスを持つロボット
は、いったいどんなものなのか、緊急取材した!

かなり多くの肉抜きが施されているフレーム。ユーザーはこれ以上の軽量化は考えなくてもい
いだろう。正面横に写っているのが対応端末の「W21T」。横からのショットでもわかるが、足
の付け根と足首は直行軸になっており、本格的な構成になっている。バックパックの中に納
まっているのがマイコンボード。


